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研究成果の概要 

（1）マウス rLPCリプログラミング法の確立 

 以前から取り組んでいたマウス四肢前駆細胞（LP 細胞）様細胞（reprogrammed Limb Progenitor-

like Cells: rLPC）を産むリプログラミング法の確立に努めた。トリ胚肢芽への移植実験や scRNA-Seq

による解析の結果、線維芽細胞からリプログラムされた rLPCが、内在性の LP細胞と同様に、軟骨や腱

細胞へと分化することが示された。 

（2）プライム編集法の鳥類細胞への適用 

 プライム編集系をニワトリ細胞へと適用することに初めて成功し、その成果を論文として発表した

（Atsuta Y. et al., Dev. Growth Differ., 2022）。引き続きエミュー、ヘビ細胞へのプライム編集

適用に取り組んでいる。 

（3）ヘビコロニーの拡充 

 コーンスネーク成体の飼養を開始した。2022 年度中にはヘビ胚の採取に至らなかったが、性成熟し

た個体も既に得られているため、2023年度からヘビ胚細胞の培養を開始できる。 

（4）ヒト iPS細胞から LP様細胞を誘導する培養系の確立 

 ヒト LP リプログラミング系の基盤を整えるため、ヒト iPS 細胞から LP 様細胞（iLLC と呼ぶ）を誘

導し長期培養しうる系の確立を試みた。ヒト側板中胚葉細胞を複数の薬剤存在下で培養したところ、LP

マーカー遺伝子の発現が上昇することが qPCR、免疫染色にて明らかとなった。さらに RNA-Seq により

マウス LP 細胞と遺伝子発現プロファイルを比較したところ、ほぼすべての LP マーカー遺伝子の発現

が、培養した iLLCにて上昇していることが分かった。現在、作製した iLLCの分化能獲得の有無を検証

中である。 
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